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0.4%

0.4%

6.6%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

交通の利便性がよい

健康に暮らせる

犯罪や交通事故が少ない

景観が良い

歴史や伝統を大切にしている

都会的

公園が充実している

公共施設が充実している

文化・芸術を感じられる

子育てをしやすい

地震や風水害などの災害に強い

地域ブランドといえる特産品がある

動物や植物を大切にしている

里山、里海など、水や緑と触れ合える

スポーツに触れ合える

高齢者に優しい

子どもの教育が充実している

地域住民同士のつながりが強い

多様な働き方ができる

環境にやさしい

デジタル化が進んでいて便利

障がい者に優しい

社会保障が充実している

生涯を通して学び続けられる

一人一人の個性が尊重される

産業・経済に活力がある

観光資源が豊富

行政と市民が協働している

その他

無回答

令和6年度第1回市川市総合計画審議会
令和６年7月29日基本構想等に係るいちかわの未来に向けたアンケート結果

次期総合計画を策定するに当たり、本市の将来都市像や、その実現に向けて取り組むべき
ことについて、市民の意向を把握し、基礎資料として活用するもの

２．調査の概要

３．調査結果

⑴ 対 象 者      ： 18歳以上の市民 2,000人

⑵ 対象地域     ： 市域全体

⑶ 抽出方法     ： 住民基本台帳から無作為抽出

⑷ 調 査 方 法  ： 調査票を郵送にて配布し、回答は郵送又はオンラインにて回収する

⑸ 有効回答数  ： ７７８（紙：567、Web回答：211） 回答率：３８．９％

⑹ 実施時期     ： 令和6年4月２７日（土）～5月１７日（金）

1．調査の目的

⑴ 現在の市川市について

① あなたにとって、今の市川市の魅力は何ですか？（３つまで選択）

1位：交通の利便性 ７4%
2位：健康に暮らせる 23％
3位：犯罪や交通事故が少ない 16%

② あなたは、今の市川市に愛着を感じていますか？ （１つ選択）

③ あなたにとって、住み続けたいまちの要件は何ですか？（３つまで選択）

とても感じている, 

27.2%

まあまあ感じている, 

58.7%

あまり感じない, 

10.9%

感じない, 2.2% 無回答, 0.9%

86%が愛着を感じている

49.7%
36.9%

31.5%
26.3%

25.7%

17.9%

12.1%

12.0%

10.5%

10.0%

8.4%

7.6%

7.3%

7.1%

4.2%

3.6%

3.2%

2.6%

1.2%

0.9%

4.6%

0% 20% 40% 60%

買い物に便利

治安が良い

道路交通が便利

通勤や通学に便利

病院や診療所などの医療機関が充実している

災害に強い

まち並みやまちの雰囲気が良い

自然環境が豊か

住宅価格や家賃が手頃である

高齢者や障がい者へのサービスが充実している

娯楽施設や飲食店が充実している

家族や親戚と同居・近居ができる

図書館、スポーツ施設等の公共施設が充実している

子育て環境が充実している

まちのイメージが良い

公園等が充実している

建物や土地などの資産価値が高い

地域活動や近所の助け合いが活発

教育に力を入れている

その他

無回答

1位：買い物に便利 50%
2位：治安が良い 37％
3位：道路交通が便利 32%

住み続けたい, 45.6%

どちらかといえば住み続けたい, 

44.5%

どちらかというと住み続

けたくない, 7.5%

住み続けたくない, 1.0% 無回答, 1.4%

④ あなたは、これからも市川市に住み続けたいと思いますか？ （１つ選択）

90%が住み続けたい

資料５ー１

【感じている】と回答した理由
  ① 長く住んでいる   37.2%
  ② 暮らしやすい      11.8%
  ③ 道路・交通に関すること  10.9%

【感じない】と回答した理由
  ① 道路・交通に関すること 12.7%
  ② 長く住んでない              9.8%
  ③ 特色がない                    7.8%

【住み続けたい】と回答した理由
  ① 長く住んでいる      13.1%
  ② 道路・交通に関すること     11.8%
  ③ 暮らしやすい                    5.4%

【住み続けたくない】と回答した理由
  ① 道路・交通に関すること   22.7%
  ② 移りたいまちがある         16.6%
  ③ 災害への心配                   7.5%

１



保健・医療

子育て

地域福祉

障がい者福祉

高齢者福祉

社会保障・住まい

スポーツ

子どもの教育

生涯学習

雇用・労働

多様性社会 平和

文化・芸術

文化的資産

観光

危機管理

防災

消防

市民安全交通安全

道路・交通

下水道

住宅・住環境

公共施設

土地利用・景観

経済・商工業
都市農業

水産業

自然環境・生物多様性

公園・緑地

水辺地球環境

生活環境

資源循環型社会

協働・市民参加 情報発信・提供

地域コミュニティ・市民活動

行政経営

財政運営

広域行政・大都市制度

情報政策
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先
度
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平均値
52.4

平均値
23.7

36.4%
33.8%

29.2%
25.7%

22.9%
19.5%
19.2%

8.5%
8.0%
7.6%

6.9%
6.6%

5.7%
5.0%
4.8%
4.6%
4.2%
4.2%
4.0%
3.9%

3.2%
3.1%
3.0%
2.8%
2.8%
2.7%
2.6%

0.9%
1.7%

3.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

健康に暮らせるまち
地震や風水害などの災害に強いまち

社会保障が充実したまち
高齢者に優しいまち

犯罪や交通事故が少ないまち
子育てしやすいまち

交通の利便性がよいまち
公共施設が充実したまち

子どもの教育が充実したまち
行政と市民が協働しているまち

産業・経済に活力があるまち
環境にやさしいまち

障がい者に優しいまち
デジタル化が進んでいて便利なまち

文化・芸術を感じられるまち
景観が良いまち

多様な働き方ができるまち
歴史や伝統を大切にするまち

生涯を通して学び続けられるまち
スポーツに触れ合えるまち

地域住民同士のつながりが強いまち
動物や植物を大切にするまち

里山、里海など、水や緑と触れ合えるまち
都会的なまち

公園が充実したまち
地域ブランドといえる特産品が充実したまち

一人一人の個性が尊重されるまち
観光資源が豊富なまち

その他
無回答

令和6年度第1回市川市総合計画審議会
令和６年7月29日

① あなたは、将来(2050年頃)の日本や社会を取り巻く課題として、
 どのようなことが大きいと思いますか?（３つまで選択）

⑵ 将来（2050年頃)への展望について

60.0%

39.3%

31.9%
18.1%

16.7%

15.6%

14.8%

14.3%

13.5%

12.9%

11.8%

8.2%

8.0%

7.8%

2.7%

2.4%

2.3%

1.8%

1.8%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80%

少子高齢化による社会保障費の増加

大規模な自然災害による被害

老後の生活の質の低下

格差の拡大（所得、教育、情報など）

環境問題が深刻化

国や地方の財政状況の悪化

福祉サービスの水準の低下

戦争や紛争の影響を受ける

犯罪の増加や、治安の悪化

道路等の社会基盤の老朽化

経済が悪化し、失業・倒産などが増加

国際社会での地位が低下

地域コミュニティの希薄化

食の安全性や食料自給率の低下

新興感染症等の蔓延

子どもの学力低下

技術革新による弊害

個性が尊重されない

その他

無回答

1位：社会保障費の増加 60%
2位：大規模な自然災害 39％
3位：老後の生活の質の低下 32%

② あなたは、将来（2050年頃)、市川市をどのようなまちにしたいと思いますか？
 （３つまで選択）

1位：健康に暮らせるまち 36%
2位：災害に強いまち 34％
3位：社会保障が充実したまち 29%

【① 現時点で満足度が低く、今後の優先度が高い】

    交通安全、社会保障・住まい、危機管理、高齢者福祉、財政運営、雇用・労働、子どもの教育、

    障がい者福祉

【② 現時点で満足度は高く、今後の優先度も高い】

    防災、道路・交通、子育て、市民安全、消防、保健・医療、生活環境、住宅・住環境、公園・緑地、

    下水道、資源循環型社会

【③ 現時点で満足度が低く、今後の優先度も低い】

    公共施設、情報政策、土地利用・景観、行政経営、地球環境、地域福祉、水辺、平和、

情報発信・提供、生涯学習、経済・商工業、都市農業、協働・市民参加、観光、多様性社会、

広域行政・大都市制度、地域コミュニティ・市民活動、水産業

【④ 現時点で満足度が高く、今後の優先度が低い】

    自然環境・生物多様性、文化的資産、文化・芸術、スポーツ

③ 市で取り組んでいる施策について、現在の「満足度」と今後の「優先度」をおたずねします。
（各施策について「現在の満足度」、「今後の優先度」に１つずつ✔を付けてください。）

① ②

③ ④

資料５ー１

２

基本構想等に係るいちかわの未来に向けたアンケート結果

(％)

(％)



74.0%

23.4%

15.7%

10.7%

10.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

交通の利便性がよい

健康に暮らせる

犯罪や交通事故が少ない

景観が良い

歴史や伝統を大切にしている

令和6年度第1回市川市総合計画審議会
令和６年7月29日 資料５ー１基本構想等に係るいちかわの未来に向けたアンケート結果（一般、中高生比較）

大人が思う、今の市川市の魅力

高校生が思う今の市川市の魅力

中学生が思う今の市川市の魅力

14.1%

11.0%

6.3%

6.2%

5.8%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16%

健康に暮らせる

交通の利便性がよい

子どもの教育が充実している

公園が充実している

都会的

14.8%

9.9%

9.7%

7.6%

6.3%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16%

健康に暮らせる

交通の利便性がよい

公園が充実している

スポーツに触れ合える

子どもの教育が充実している

２．調査結果

１．調査の概要

① 対 象： 高等学校       15校 (県立8校、私立７校)

  中学校        ２１校 （市立１６校、私立５校）

② 調 査 方 法： チラシ(QR付)の電子データ等を学校経由で配布し、オンラインで回答する

③ 有効回答数： 高校生  665名 （市外：５１％）

                      中学生 2,146名 （市外：  ３％）

中高生向けアンケート

とても感じてい

る, 29.5%

まあまあ感じている, 

55.7%

あまり感じない, 

9.5%

感じない, 5.3%

とても感じて

いる, 27.2%

まあまあ感じている, 

58.7%

あまり感じない, 

10.9%

感じない, 2.2% 無回答, 0.9%

今の市川市に愛着を感じていますか？

大人 高校生

とても感じてい

る, 16.1%

まあまあ感じている, 

45.6%

あまり感じない, 

19.7%

感じない, 

18.6%

中学生

大人が思う、住み続けたいまちの要件

高校生が思う、住み続けたいまちの要件

中学生が思う、住み続けたいまちの要件

18.1%

13.7%

11.9%

10.8%

8.4%

0% 5% 10% 15% 20%

買い物に便利

道路交通が便利

治安が良い

娯楽施設や飲食店が充実している

家族や親戚と同居・近居ができる

49.7%

36.9%

31.5%

26.3%

25.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

買い物に便利

治安が良い

道路交通が便利

通勤や通学に便利

病院や診療所などの医療機関が充実している

15.7%

11.8%

9.9%

9.0%

8.3%

0% 5% 10% 15% 20%

買い物に便利

治安が良い

娯楽施設や飲食店が充実している

災害に強い

道路交通が便利

86%
が感じている

62%
が感じている

85%
が感じている

中学１年, 

38.5%

中学２年, 

31.3%

中学３年, 

30.2%

高校１年, 

32.3%

高校２年, 

43.8%

高校３年, 

23.9%

３



16.2%

8.3%

7.3%

6.4%

6.3%

0% 5% 10% 15% 20%

健康に暮らせるまち

犯罪や交通事故が少ないまち

一人一人の個性が尊重されるまち

子育てしやすいまち

地震や風水害などの災害に強いまち

17.3%

11.4%

6.8%

6.3%

5.6%

0% 5% 10% 15% 20%

健康に暮らせるまち

子育てしやすいまち

犯罪や交通事故が少ないまち

一人一人の個性が尊重されるまち

交通の利便性がよいまち

令和6年度第1回市川市総合計画審議会
令和６年7月29日

住み続けたい, 

45.6%

どちらかといえば住み続

けたい, 44.5%

どちらかというと

住み続けたくな

い, 7.5%

住み続けたくない, 1.0%

無回答, 1.4%

19.9%

10.9%

9.2%

7.5%

7.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

少子高齢化による社会保障費の増加

環境問題が深刻化

大規模な自然災害による被害

犯罪の増加や、治安の悪化

子どもの学力低下

大人が思う、将来(2050年頃)の日本や社会を取り巻く課題

高校生が思う、将来(2050年頃)の日本や社会を取り巻く課題

中学生が思う、将来(2050年頃)の日本や社会を取り巻く課題

25.5%

8.1%

8.0%

7.8%

6.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

少子高齢化による社会保障費の増加

犯罪の増加や、治安の悪化

老後の生活の質の低下

大規模な自然災害による被害

環境問題が深刻化

60.0%

39.3%

31.9%

18.1%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

少子高齢化による社会保障費の増加

大規模な自然災害による被害

老後の生活の質の低下

格差の拡大（所得、教育、情報など）

環境問題が深刻化

これからも市川市に住み続けたいと思いますか？

大人 高校生

中学生

住み続けたい, 

34.1%

どちらかといえば住み続

けたい, 47.3%

どちらかというと

住み続けたくな

い, 12.0%

住み続けたくない, 

3.5%

現在、市外に住ん

でいる, 3.1%

住み続けたい, 

14.1%

どちらかといえば住

み続けたい, 

29.0%

どちらかというと住み

続けたくない, 7.2%

住み続けたくな

い, 1.7%

現在、市外に住んでい

る, 48.0%

大人が望む、将来(2050年頃)の市川市の姿

高校生が望む、将来(2050年頃)の市川市の姿

中学生が望む、将来(2050年頃)の市川市の姿

36.4%

33.8%

29.2%

25.7%

22.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

健康に暮らせるまち

地震や風水害などの災害に強いまち

社会保障が充実したまち

高齢者に優しいまち

犯罪や交通事故が少ないまち

81%
が住み続けたい

90%
が住み続けたい 43%

が住み続けたい

４

基本構想等に係るいちかわの未来に向けたアンケート結果（一般、中高生比較） 資料５ー１
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